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四季折々の自然：と：充実した野外施設

麻那姫湖周辺の整備完了

　

平成三年から進められていた麻那姫湖

周辺の整備が終わり、今夏から利用でき

ます。春の里には麻那姫像、夏の里には

展望台、秋の里には野外活動施設などが

整備されました。これで、冬の里（エキ

サイト広場）を含むグリーングリーン大

野整備事業は、すべて完了しました。

麻那姫湖周辺マップ

避難棟や炊事舎を完備

29ヵ所に照明灯も設置
秋
の
里

　

通
称
「
中
島
公
園
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
秋
の
里
は
、
約
十

八
万
五
千
平
方
μ
の
敷
地
に
数
々

の
野
外
施
設
が
点
在
し
ま
す
。
今

回
の
整
備
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
野
外
活
動
施
設

を
中
心
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

主
な
施
設
と
し
て
は
、
突
然
の

降
雨
に
備
え
た
避
難
棟
（
こ
百
十
・

四
四
平
方
号
や
炊
事
舎
（
五
十

平
方
μ
）
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
（
こ
十

基
）
、
野
外
炉
（
十
五
基
）
、
水
飲

場
（
三
基
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

照
明
灯
（
螢
光
灯
こ
百
ワ
ッ
ト
）

も
園
内
こ
十
九
ヵ
所
に
設
置
し
た

ほ
か
、
多
目
的
広
場
の
芝
張
り
、

園
路
舗
装
、
駐
車
場
な
ど
も
整
備

し
ま
し
た
。



　

秋
の
里
整
備
の
総
事
業
費
は
、

三
億
三
千
五
百
万
円
で
す
。

入
場
者
数
は
年
間
五
万
人

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
一
日
の

収
容
人
数
は
二
千
人
か
ら
三
千
人
。

駐
車
場
の
収
容
台
数
が
大
型
十

台
、
小
型
約
こ
百
五
十
台
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
麻
那
姫
湖
周
辺

を
訪
れ
る
人
は
、
年
間
約
二
万
五

千
人
で
す
が
、
市
で
は
将
来
、
五

万
人
か
ら
七
万
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

湖
畔
に
た
た
ず
む

伝
説
の
麻
那
姫
像

春
の
田

　

真
名
川
ダ
ム
か
ら
上
流
二
百
μ

の
春
の
里
に
は
、
麻
那
姫
像
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
遠
い
昔
、
麻
那
姫
と

い
う
上
文
字
長
者
の
娘
が
、
龍
神

の
住
む
川
に
身
を
沈
め
、
干
ば
つ

で
苦
し
む
農
民
を
救
っ
た
と
い
う

古
い
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伝
説
を
元
に
、
市
は
昨
年

の
七
月
に
麻
那
姫
像
を
建
立
し
、

そ
の
周
辺
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

静
か
な
湖
面
を
背
景
に
立
つ
麻
那

姫
像
は
、
こ
の
辺
り
一
体
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

眼下に広がる湖面

若生子大橋に

展望台が完成

夏
の
里

　

春
の
里
か
ら
秋
の
里
に
向
か
う

途
中
に
、
長
さ
こ
百
三
び
の
若
生

子
大
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
平

成
二
年
に
は
、
鮮
や
か
な
萌
葱
色

に
塗
り
変
え
ら
れ
、
紅
葉
と
湖
面

と
の
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
で
は
、
国
道
対
岸

に
高
さ
約
十
三
μ
の
ア
ン
カ
ー
展

望
台
が
完
成
。
こ
こ
か
ら
は
、
麻

那
姫
湖
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
望
め
ま

す
。
展
望
台
周
辺
の
壁
に
は
、
絵

が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
力
所
の
広

場
も
整
備
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
が
原
則

　

マ
ナ
ー
悪
い
家
族
連
れ

麻那姫湖青少年旅行村管理人

　

山田公信さん

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ラ
イ
フ
が
盛
ん

に
な
り
、
夏
休
み
は
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
今

年
か
ら
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
生
ゴ
ミ
は

ガ
ラ
ス
や
け
も
の
が
食
い
散
ら
か

し
ま
す
。
貴
重
な
税
金
で
造
ら
れ

た
施
設
は
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
で

守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
ふ
る
さ
と
を高畑裕満さん

（40歳・右近次郎）

　

私
か
住
ん
だ
上
若
生
子
は
。
現

在
の
若
生
子
大
橋
付
近
に
あ
り
ま

し
た
。
水
没
し
て
そ
の
面
影
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
山
々
は
昔
と
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
住
民
で

若
生
子
会
を
結
成
。
年
に
一
回
、

現
地
訪
問
し
て
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
が
整
備
さ
れ
、

雄
大
な
自
然
を
多
く
の
人
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

有
料
化
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

角平利夫さん

（62歳・若杉町）

　

わ
が
家
は
、
中
島
公
園
の
管
理

事
務
所
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
荒

れ
た
廃
村
に
な
ら
ず
、
立
派
な
公

園
に
生
ま
れ
変
わ
7
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
も
山
の
手
入
れ
に
出
か
け

ま
す
が
、
夏
場
は
多
く
の
人
が
来

ら
れ
ま
す
。
立
派
な
公
園
を
維
持

し
、
来
訪
者
の
期
待
に
添
え
る
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
有

料
化
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で



仏
像

袈
裟
頭
陀
袋
な
ど
六
件

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定

　

市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
寺
院
な
ど
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
仏
像
と
宝
慶
寺
宝
物
殿
に
保
管

さ
れ
て
い
る
袈
裟
や
頭
陀
袋
な
ど
あ
わ
せ
て
六
件
（
十
点
）

を
、
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
市
が
指
定
し

た
文
化
財
は
、
こ
れ
で
九
十
二
件
に
な
り
ま
す
。

観
音
菩
薩
立
像

　

洞
雲
寺
仏
殿
の
左
奥
に
あ
る
こ

の
仏
像
は
、
元
は
僧
堂
の
本
尊
と

し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
聖
観
音
像

で
す
。

　

左
手
に
水
瓶
を
持
ち
、
右
手
は

胸
に
置
い
た
姿
で
、
高
さ
は
I
〇

一
・
五
？
。
な
だ
ら
か
な
丸
み
を

も
っ
た
体
型
を
み
せ
て
お
り
、
腰

を
わ
ず
か
に
ひ
ね
っ
て
立
つ
軽
快

な
姿
が
特
徴
で
す
。

　

す
べ
て
の
部
分
の
彫
り
が
浅

く
、
穏
や
か
な
調
子
が
よ
く
出
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
や
さ
し
く
和
様

化
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
の
様
式

を
表
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
伝
来

し
た
現
存
最
古
の
貴
重
な
仏
像
で

す
。

不
動
明
王
立
像

　

不
動
明
王
に
は
十
九
の
像
容
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
宝
寺

に
安
置
さ
れ
て
い
る
高
さ
八
十
一

打
の
立
像
は
、
顔
面
の
傷
み
が
目

立
ち
、
玉
眼
も
修
復
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
右
目
を
強
く
開
き
、
左
目

は
い
く
ぶ
ん
細
め
た
一
目
諦
観
の

相
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

宝
剣
を
持
つ
右
腕
は
強
く
張
り

有
屑
を
わ
ず
か
に
あ
げ
て
、
左
足

を
幾
分
踏
み
出
し
た
体
勢
は
、
動

き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
火
炎
光
背

を
負
い
、
岩
座
に
直
立
す
る
姿
は

鎌
倉
後
期
に
よ
く
み
ら
れ
る
不
動

尊
像
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
体
型

は
細
身
に
作
ら
れ
て
お
り
、
平
安

後
期
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

釈
迦
如
来
坐
像

　

曹
源
寺
の
本
尊
で
あ
る
こ
の
坐

像
は
、
高
さ
が
五
〇
・
七
？
で
南

北
朝
時
代
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、

ヒ
ノ
キ
材
を
使
っ
た
寄
せ
木
づ
く

り
で
す
。

　

端
正
な
目
鼻
だ
ち
や
丸
み
の
あ

る
ほ
ほ
の
肉
付

き
な
ど
は
、
鎌

倉
時
代
風
を
思

わ
せ
ま
す
。
衣

文
も
穏
や
か
な

平
行
線
が
細
か

く
彫
ら
れ
、
全

体
と
し
て
均
衡

が
と
れ
、
洗
練

さ
れ
た
品
格
を

表
わ
し
て
い
ま

す
。

▲観音菩薩立像

▲不動明王立像

▲釈迦如来坐像



阿
弥
陀
如
来
坐
像

　

善
導
寺
の
本
尊
で
あ
る
こ
の
坐

像
は
、
右
手
を
胸
前
に
左
手
を
ひ

ざ
の
上
に
し
、
衣
は
左
肩
か
ら
右

肩
に
か
か
る
偏
担
有
肩
の
姿
を
し

て
い
ま
す
。

　

高
さ
は
八
十
・
五
？
で
、
台
座

中
央
に
は
胎
内
仏
（
市
指
定
文
化

財
）
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
室

町
時
代
末
期
の
像
容
を
表
し
て
お

り
、
本
格
的
で
よ
い
技
巧
を
示
し

都
の
仏
師
に
よ
る
製
作
を
思
わ
せ

ま
す
。

袈
裟
（
三
点
）

　

宝
慶
寺
の
宝
物
殿
に
は
、
三
点

の
袈
裟
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
蘭
色
麻
九
条
袈
裟
は
、
鎌
倉
中

期
に
開
基
寂
円
か
所
用
し
た
希
少

な
遺
品
。
木
蘭
色
麻
こ
上
五
条
袈

裟
（
写
真
）
は
、
鎌
倉
後
期
に
こ

代
目
義
雲
が
所
用
。
九
条
衣
に
比

べ
、
明
る
く
均
等
な
色
調
で
保
存

も
良
好
で
す
。
藍
色
麻
こ
十
五
条

袈
裟
は
最
も
整
っ
て
お
り
一
番
鮮

や
か
な
色
を
保
っ
て
い
ま
す
。
南

北
朝
時
代
に
、
三
代
目
曇
希
が
所

用
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

頭
陀
袋
（
三
点
）

　

木
綿
間
道
縞
袋
一
点
と
木
綿
藍

色
袋
こ
点
が
、
宝
慶
寺
宝
物
殿
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
点
と
も
寂
円
か
所
用
し
た
も

の
で
す
が
、
大
型
で
縦
縞
模
様
の

木
綿
間
道
縞
頭
陀
袋
（
三
十
五
？

×
こ
十
八
？
）
は
、
日
本
で
も
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
遺

品
。
刺
し
ゅ
う
が
入
っ
た
中
国
南

方
産
の
織
物
と
い
わ
れ
、
寂
円
所

用
を
裏
付
け
る
決
め
手
に
な
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の

も
の
で
首
に
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼阿弥陀如来坐像

▲木蘭色麻二十五条袈裟

▼木綿間道縞頭陀袋

6月定例

市議会

旧
大
野
郵
便
局
跡
地
整
備
な
ど
に

二
億
一
千
万
円
余
り
を
追
加

　

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十

日
か
ら
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
九
議
案
と
報
告
三
件

を
土
程
。
最
終
日
の
二
十
一
日
に

は
人
事
案
件
な
ど
が
追
加
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
民
生
費

▼
社
会
福
祉
事
業
充
実
基
金
積
立

　

…
…
…
…
…
…
…
百
五
十
万
円

■
衛
生
費

▼
ご
み
最
終
処
分
地
修
景
事
業
…

　

…
…
…
…
…
…
…
四
百
十
万
円

　

国
道
沿
い
等
に
常
緑
樹
を
植
栽

■
農
林
水
産
業
費

▼
団
体
営
農
道
整
備
事
業
…
…
…

　

…
…
…
四
千
七
百
四
十
七
万
円

▼
県
単
土
地
改
良
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
一
一
千
百
六
万
円

■
商
工
費

▼
義
景
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
・

…
…
…
…
…
一
一
千
こ
百
六
万
円

あ
ず
ま
屋
、
公
衆
ト
イ
レ
、
園

地
整
備

■
土
木
費

▼
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備
事

　

業
…
…
…
…
九
千
五
百
こ
万
円

　

旧
大
野
郵
便
局
跡
地
の
整
備

一
教
育
費

▼
旧
橋
本
家
補
修
用
材
料
選
別
管

　

理
委
託
…
…
…
百
一
一
十
四
万
円

　

屋
根
補
修
用
カ
ヤ
の
選
別
、
運

　

搬
冴
哩

人
権
擁
護
委
員
に

廣
瀬
敏
子
さ
ん
を
選
出

　

六
月
定
例
市
議
会
最
終
日
の
二

十
一
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
大
門

俊
我
委
員
の
後
任
に
、
廣
瀬
敏
子

さ
ん
（
6
2
歳
・
元
町
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
。

　

大
門
氏
は
、
昭
和
四
十
九
年
か

ら
六
期
務
め
ら
れ
、
人
権
擁
護
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

田
中
安
藷
子
さ
ん
（
天
神
町
）

井
尾
治
郎
左
工
門
さ
ん
（
佐
開
）

明
石
膿
子
さ
ん
（
中
津
川
）

多
田
正
則
さ
ん
（
伏
石
）



情X報

第29回越前大野名水マラソン

好天の新緑路を疾走

市民ランナーの健闘光る

　

第
こ
十
九
回
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
が
五
月
こ
十
三
日
、
県
内

外
か
ら
三
千
三
百
四
十
八
人
の
参

加
を
得
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
三
年
親
子
の
部

に
出
場
す
る
竹
本
由
範
さ
ん
（
下

舌
）
と
由
希
ち
ゃ
ん
（
小
山
小
）

が
力
強
く
選
手
宣
誓
。
こ
十
％
で

は
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
覇
者
で

招
待
選
手
の
山
田
敬
蔵
さ
ん
夫
妻

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
大

健
闘
。
ベ
ス
ト
テ
ン
に
は
、
昨
年

よ
り
十
五
人
も
多
い
五
十
九
人
が

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

▼力強く宣誓する竹本さん親子

a駁蔵W

市
民
の
成
績

（
1
0
位
以
内
一

2
キ
ロ
▼
一
般
男
子

3
0
歳
代
①
横
井
一
博
（
阿
難
祖
地

頭
方
）
⑥
朝
日
正
幸
（
美
川
町
）

▼
一
般
女
子
3
9
歳
以
下
⑥
多
田
圭

美
（
松
丸
）
①
松
田
琴
美
薪
河

原
）
⑥
安
川
こ
づ
江
（
中
据
）
⑩

牛
嶋
真
砂
代
（
花
山
）
▼
一
般
男

女
5
0
歳
以
上
⑧
⑩
藤
幸
男
（
中
保
）

⑩
土
田
良
平
（
国
時
町
）
▼
小
学

男
子
②
金
岡
孝
典
（
有
終
東
）
⑧
鈴

木
康
紘
（
下
庄
）
④
寺
島
利
浩

　

（
下
庄
）
①
長
谷
川
勝
人
（
有
終

束
）
⑥
石
田
大
輔
（
小
山
）
▼
小

学
女
子
②
佐
々
木
和
代
（
小
山
）
③

斉
藤
亜
由
美
（
上
庄
）
④
土
本
実

紀
（
下
庄
）
⑧
佐
々
木
真
由
美

　

（
下
庄
）
①
島
田
佳
奈
（
下
庄
）

⑤
深
田
紗
智
子
（
下
庄
）
⑩
局
尾

千
恵
美
（
下
庄
）
▼
一
年
親
子
①

朝
日
正
幸
・
俊
介
（
有
終
東
）
④

長
田
博
幸
・
直
斗
（
上
庄
）
⑧
藤

田
康
司
・
祐
哉
（
有
終
西
）
⑧
笹

嶋
悟
・
賢
吾
（
有
終
西
）
⑨
脇
本

博
之
・
智
広
（
有
終
南
）
▼
二
年

親
子
①
松
田
松
美
・
雄
大
（
森
目
）

回
則
川
良
明
・
誠
太
（
阪
谷
）
①

岸
名
和
彦
・
悠
貴
（
小
山
）
⑤
石

田
勇
・
洋
一
（
有
終
東
）
⑨
松
本

安
博
・
裕
樹
（
有
終
東
）
⑩
黒
野

心
治
・
純
一
（
有
終
東
）
▼
三
年

親
子
①
尾
嶋
義
】
・
隼
人
（
上
庄
）

⑧
松
田
邦
男
・
祐
輔
（
森
目
）
⑥

竹
本
由
範
・
由
希
（
小
山
）
⑨
松

田
裕
こ
・
哲
直
（
森
目
）
▼
四
年

親
子
③
旭
政
則
・
義
則
（
蕨
生
）

⑥
寺
島
藤
雄
・
孝
典
（
下
庄
）

3
4
□
▼
中
学
男
子

①
廣
瀬
智
彦
（
尚
徳
）
⑧
正
真
康

宏
工
庄
）
⑥
石
本
将
大
（
陽
明
）

①
山
川
雅
史
（
尚
徳
）
⑨
印
牧
史

人
（
陽
明
）
⑩
伊
藤
旭
（
尚
徳
）

▼
中
学
女
子
⑧
土
本
貴
子
（
陽
明
）

④
道
願
明
美
（
上
庄
）
⑧
榎
慶
子

　

（
尚
徳
）
⑥
前
田
悠
紀
（
開
成
）

①
山
本
真
貴
子
（
上
庄
）
⑤
大
久

保
実
穂
（
開
成
）
⑨
山
下
順
子

　

（
開
成
）
⑩
松
井
聡
美
（
尚
徳
）

5
キ
ロ
▼
一
般
男
子

2
9
歳
以
下
⑩
金
子
俊
幸
（
清
和
町
）

▼
一
般
女
子
⑧
三
嶋
友
香
（
城
町
）

⑧
野
下
早
苗
（
木
本
）
⑨
鈴
木
里

伎
（
中
野
町
）

1 0
キ
ロ
ｖ
一
般
男
子

④
石
田
善
和
（
横
枕
）
⑤
石
田
亘

　

（
下
麻
生
島
）
前
原
イ
ン
ー
ス
ワ
ー

　

（
陽
明
町
）
▼
一
般
女
子
壁
局
津

慶
子
（
美
川
町
）

廣瀬智彦さん 横井一博さん

尾嶋さん親子 松田さん親子 朝日さん親子



エキサイティングg

市民や尚徳中の後輩

本田竹春選手を激励

8月の世界陸上マラソンに出場

　

ド
イ
ツ
で
開
か
れ
る
世
界
陸
上

選
手
権
大
会
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す

る
本
田
竹
春
選
手
の
激
励
会
が
六

月
五
日
、
尚
徳
中
学
校
と
有
終
会

館
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

日
本
代
表
の
本
田
選
手
は
塚
原

出
身
で
、
尚
徳
中
学
校
で
は
野
球

部
に
所
属
。
こ
年
生
に
な
っ
て
か

ら
、
奥
越
駅
伝
の
区
間
賞
や
福
井

マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
し
、
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
北
陸
高
校
で
本
格
的
に

長
距
雛
に
取
り
組
み
、
現
在
は
日

4
7
長
匪
鴎
阿
御
偽

の
星
で
す
。

　

午
後
三
時
、
尚
徳

中
を
訪
れ
た
本
田
選

手
は
、
在
学
当
時
の

恩
師
と
対
面
。
体
育

館
で
は
松
田
校
長
や

後
輩
か
ら
激
励
を
受

け
ま
し
た
。
本
田
選

手
も
後
輩
を
前
に

　

「
五
体
満
足
な
体
に

感
謝
し
、
世
界
陸
上
で
は
上
位
を

目
指
し
ま
す
」
と
約
束
。
生
徒
を

代
表
し
て
、
松
井
聡
美
さ
ん
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
六
時
か
ら
は
、
有
終
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
市
と
市
体
育

協
会
主
催
の
激
励
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
山
内
市
長
や
山
崎
参
議
院

議
員
ら
が
次
々
と
激
励
。
世
界
陸

土
に
望
む
決
意
を
述
べ
た
本
田
選

手
に
、
訪
れ
た
二
百
人
余
り
の
市

民
ら
は
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
横
綱
決
ま
る

7
・
E
5
両
国
国
技
館
で
全
国
大
会

千田方’彦君 畑中実組夫君・ 亀丼健大君

　

第
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
予
選

と
な
る
大
野
場
所
が
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

体
育
館
で
開
か
れ
、
こ
百
人
余
り
の
児
童

が
参
加
。
家
族
の
声
援
を
受
け
て
の
息
詰

ま
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
亀
井
君
は
、
敗
者
復
活
戦
か

ら
決
勝
へ
進
出
す
る
粘
り
強
さ
を
発
揮
。

畑
中
君
は
、
す
る
ど
い
出
足
と
冷
静
な
取

り
組
み
で
勝
利
。
千
田
君
は
、
四
年
生
と

は
思
え
な
い
体
格
で
圧
倒
し
栄
冠
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
六
年
①
亀
井
健
太
（
下
庄
）
②
黒
田

大
貴
（
小
山
）
敢
闘
賞
久
保
田
雅
彦

　

（
上
庄
）
中
村
誠
（
有
終
東
）
▼
五
年

①
畑
中
実
紀
夫
（
小
山
）
②
島
田
憲
こ

　

（
有
終
西
）
敢
闘
賞
岸
名
大
輔
（
小
山
）

福
岡
念
哲
（
有
終
西
）
▼
四
年
①
千
田

友
彦
（
有
終
南
）
②
亀
井
雅
俊
（
有
終
西
）

敢
闘
賞
長
谷
川
和
俊
（
有
終
束
）
川
端

宗
太
（
有
終
南
）

市総体公開種目

サイクリング
参加者募集中

　

今年から、サイクリングが公

開種目となりました。現在参加

者を広く募集しています。

日時7月25日⑨出発午前9

　

時30分（雨天中止）

集合場所市役所前

コース市役所・佐開公園往復

　　

（市役所→深井→上舌→榎→

　

上庄中→西山→今井→佐開公

　

園）

対象小学4年生以上（なるべ

　

く親子参加で。小学3年生以

　

下は必ず親子で）

申込先市教育委員会体育課ま

　

たは市内自転車店まで
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がん登録事業

奥
越
に
多
い
胃
ガ
ン
と
肝
臓
ガ
ン

大
半
が
自
覚
症
状
後
の
発
見

　

県
の
平
成
元
年
度
が
ん
登
録
事
業
で
は
、
が
ん
罹
患
率

は
ほ
ば
全
国
平
均
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
県
下

を
地
域
別
に
見
る
と
、
奥
越
で
は
胃
が
ん
や
肝
臓
が
ん
が

多
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
が
ん
登
録
の
実
態
を
ご

覧
の
う
え
、
定
期
検
診
や
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
受
け
て

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

県
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
県
医

師
会
に
委
託
し
て
、
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
患
者
の
罹
患
状
況
や
治
療

方
法
な
ど
を
ま
と
め
る
「
が
ん
登

録
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
平
成
元
年
度
の
登
録

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
と
も
胃
が
ん
が
ト
ッ
プ

　

が
ん
の
発
生
部
位
は
、
男
女
と

も
胃
が
ん
が
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
肺
が
こ
位
で
三
位
は
結
腸
、

以
下
肝
臓
、
胆
の
う
・
胆
管
、
直

腸
の
順
で
す
。
女
性
の
場
合
は
。

こ
位
に
乳
房
、
五
位
に
子
宮
と
い

う
順
に
な
り
ま
す
。

　

県
下
の
罹
患
串
は
、
ほ
ぽ
全
国

平
均
に
近
い
数
値
を
示
し
て
い
ま

す
。
発
生
部
位
別
に
見
る
と
、
胆

の
う
・
胆
管
が
ん
が
全
国
平
均
の

∵
四
倍
、
胃
が
ん
は
男
性
が
丁

一
倍
、
女
性
は
I
・
三
倍
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
男
性
の

食
道
が
ん
（
〇
・
四
倍
）
、
肝
臓

が
ん
（
〇
・
八
倍
）
、
女
性
の
肺

が
ん
（
〇
・
七
七
倍
）
、
乳
が
ん

　

（
〇
・
七
九
倍
）
、
膀
胱
が
ん

　

（
〇
・
七
八
倍
）
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
下
を
地
域
別
に
見
る
と
、
奥

越
の
が
ん
罹
患
率
は
高
く
、
男
性

で
は
肝
臓
が
ん
、
女
性
で
は
胃
が

ん
と
肝
臓
が
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
I
・

二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に

男
性
は
、
県
平
均
を
下
回
る
が
ん

は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
十
歳
前
後
か
ら
多
発

　

罹
患
率
が
最
も
高
い
胃
が
ん
は

男
女
と
も
四
十
歳
前
後
か
ら
多
く

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
男
性
で
は

五
十
歳
代
に
な
る
と
大
腸
、
肺
、

肝
臓
。
六
十
歳
代
に
な
る
と
す
い

臓
が
加
わ
り
ま
す
。

　

女
性
は
、
三
十
歳
代
で
乳
房
や

子
宮
、
六
十
歳
代
で
は
結
腸
、
肺
、

直
腸
、
肝
臓
、
す
い
臓
が
増
え
て

き
ま
す
。

集
団
検
診
で
早
期
発
見
を

　

が
ん
登
録
こ
千
六
百
五
十
三
件

の
う
ち
、
が
ん
発
見
の
機
会
と
な
っ

た
の
は
、
外
来
受
診
が
五
四
・
三

％
、
治
療
の
紹
介
が
三
五
・
七
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
自

覚
症
状
後
に
医
療
機
関
を
訪
れ
た

も
の
で
、
早
期
治
療
に
結
び
つ
か

な
い
ヶ
I
ス
と
い
え
ま
す
。
健
康

診
査
や
ド
ッ
ク
な
ど
で
見
つ
か
っ

た
件
数
は
、
全
体
の
九
％
で
す
が
、

胃
が
ん
は
ヱ
ハ
・
九
％
が
集
団
検

診
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
五
月
か
ら
成
人
病
健

康
診
査
や
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
方
は
必

ず
受
診
を
、
ご
希
望
の
方
は
市
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

がんの危険信号

舌治りにくい潰瘍がある。

咽頭声のかすれが治らない。

食道呑み込むときにつかえる。

肺1ヵ月以上、せき、タン、血タン、

　　

胸痛がある。

乳房しこりがある。乳首から分泌物

　　　

がある。

胃胃の具合が悪い。食欲がない。食

　　

べ物の好みが変わった。

子宮おりものがある。接触出血、不

　　　

正出血がある。

腎臓・膀胱血尿が出る

大腸・直腸便通異常、粘血便、腹痛

　　　　　　

がある。

前立腺頻尿、残尿感、尿腺細小があ

　　　　

る

皮膚イボ、ホクロが大きくなった。

　　　

色が変わった。

皆さんの傭康づぐりを峰判目几ます・保津センターぐ豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
ト
例
々
忿

義理人情で
名前ぐらいなら●●●●●●

クレジット契約などの名義貸し

消費二者も一定の責任

　

名
前
ぐ
ら
い
な
ら
と
思
っ
て
、
自
分
の
名
義
を
貸
し
た

と
こ
ろ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
請
求
が
…
…
ｙ
」
ゝ
つ
し
た

名
義
貸
し
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
義

理
人
情
に
絡
ん
だ
安
易
な
返
事
が
、
後
で
た
い
へ
ん
な
事

態
を
招
き
ま
す
。
最
近
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

事
例

　

ふ
だ
ん
か
ら
よ
く

行
く
販
売
店
で
「
現

在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
の
販
売
促
進
期
間
だ
が
、
あ
と

一
点
契
約
が
足
り
な
い
の
で
、
名

前
を
貸
し
て
欲
し
い
。
す
ぐ
解
約

す
る
か
ら
絶
対
迷
惑
を
か
け
な
い
」

と
い
わ
れ
承
諾
を
し
た
。
と
こ
ろ

が
突
然
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら

支
払
の
請
求
書
が
届
い
た
。
あ
わ

て
て
販
売
店
に
苦
情
を
申
し
出
よ

う
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
販
売
店
が

倒
産
し
て
し
ま
い
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
…
…

名
義
を
貸
し
た
ら

　
　

相
手
に
権
利
眠

　

自
分
は
、
た
だ
名
前
だ
け
を
貸

し
た
つ
も
り
で
も
、
名
前
を
貸
し

た
以
上
は
、
自
分
の
名
前
で
物
を

買
い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
代
金

を
立
て
替
え
払
い
を
し
て
も
ら
う

と
い
う
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
権
利
を
相
手
に
与

え
た
こ
と
に
な
り
、
重
要
な
意
味

を
持
つ
の
で
す
。

　

特
に
販
売
業
者
が
名
義
貸
し
を

頼
む
の
は
、
立
て
替
え
払
い
の
仕

組
み
を
悪
用
す
る
た
め
で
す
。
つ

ま
り
架
空
取
引
の
契
約
書
を
作
成

し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
代
金

を
立
て
替
え
払
い
さ
せ
て
、
不
正

に
入
手
す
る
目
的
が
あ
る
わ
け
で

す
。裁

判
の
判
例
で
は

責
任
は
消
費
者
に
も

　

事
例
の
よ
う
に
、
販
売
店
が
倒

産
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の

請
求
書
が
、
消
費
者
に
集
中
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
不
正
内
容
が
表

面
化
し
ま
す
。
し
か
し
、
承
知
の

う
え
で
名
義
を
貸
し
た
場
合
は
、

裁
判
で
も
消
費
者
に
一
定
割
合
の

責
任
を
認
め
る
判
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

キ
ッ
パ
リ
と
断
る

　
　
　
　
　

勇
気
を

　

知
人
や
顔
見
知
り
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
「
絶
対
迷
惑
は
か
け
な
い
」

　

「
支
払
い
は
必
ず
責
任
を
持
つ
」

と
頼
ま
れ
て
も
、
名
義
貸
し
は
勇

気
を
出
し
て
、
キ
ッ
パ
リ
断
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
か
ら
の
電
話
確
認
も
。

　

「
は
い
は
い
」
と
あ
い
ま
い
な
回

答
は
避
け
、
契
約
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
身
に
覚
え
の
な
い
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
を
阻
止
し
て
く
だ
さ

い
。

　

義
理
人
情
に
絡
ん
だ
安
易
な
返

事
が
、
重
大
な
責
任
を
負
わ
さ
れ

る
結
果
に
な
り
ま
す
。
十
分
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

消静舛尹に嘩すFTTり邱旨俘勢和＝轜ヤンターヘ・966－川1内，線463
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

健在！さお秤

＜るーぶ登場 七板婦人消防隊

十
月
の
全
国
大
会
め
ざ
し
て
特
訓
中

　

今
年
の
十
月
六
日
、
横
浜
市
の

日
本
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
第

九
回
全
国
婦
人
消
防
操
法
大
会
が

開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
県
代

表
と
し
て
、
七
板
消
防
隊
か
ら
七

人
が
出
場
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
九
隊
（
二
百
七
十
四

人
）
の
婦
人
消
防
隊
が
活
動
し
て

お
り
、
同
消
防
隊
は
昭
和
六
十
三

年
六
月
一
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

隊
員
は
四
十
九
人
で
、
平
成
こ
年

九
月
に
は
、
日
本
消
防
協
会
よ
り

軽
可
搬
ポ
ン
プ
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
は
、
火
災
予
防

の
P
R
活
動
や
毎
月
実
施
す
る
ポ

ン
プ
の
点
検
、
訓
練
な
ど
で
す
。

火
災
を
最
小
限
に
防
ぐ
に
は
、
初

期
消
火
が
ポ
イ
ン
ト
。
家
庭
を
守

る
婦
人
が
、
防
火
意
識
を
持
つ
こ

と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
は
、
三
十
歳
代
の

七
人
が
参
加
し
ま
す
。
六
月
十
三

日
に
は
、
有
終
会
館
で
消
防
関
係

者
や
区
民
ら
六
十
人
が
出
席
し
て

七
板
婦
人
消
防
隊
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
指
揮
者
を
務
め
る

中
兼
一
美
さ
ん
は
、
「
ポ
ン
プ
操

法
を
覚
え
る
の
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
区
民
や

家
族
の
励
ま
し
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

う
れ
し
い
で
す
。
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
欲

的
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
全
国
大
会
に

備
え
て
、
猛
特
訓
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
十
μ
の
ホ
ー

ス
三
本
を
使
う
競
技
で
は
、

適
切
な
指
示
や
正
確
な
操

作
、
素
早
い
消
火
作
業
な

ど
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
消

防
署
員
が
指
導
に
あ
た
り
、

五
十
回
に
及
ぶ
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

全
国
大
会
の
総
指
揮
者
を
務
め

る
隊
長
の
深
田
文
子
さ
ん
は
「
今

か
ら
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
す
ね
」
と
意
欲

的
。
当
日
は
、
応
援
バ
ス
も
予
定

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ガ
ン
バ

レ
「
七
板
婦
人
消
防
隊
」
。

Q！iiil

　

゛χ’／Z＿』‾‾／
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や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト

私
た
ち
も
参
加
し
ま
す

　

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る

「
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

七
月
十
七
日
に
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
今
、
毎

週
木
曜
日
と
日
曜
日
の
夜
、
有

終
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
合
唱
練
習
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
交

じ
っ
て
、
大
野
束
高
校
の
生
徒
が

熱
心
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
、
福
祉
科
に
入
学
し
た
梅
崎
や

よ
い
さ
ん
（
南
新
在
家
）
、
広
瀬

由
佳
さ
ん
（
友
江
）
、
竹
内
巳
希

世
さ
ん
（
春
日
2
）
の
三
人
で
す
。

　

三
人
は
、
学
校
の
授
業
で
前
同

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
ビ
デ
オ
で
見
た

そ
う
で
す
。
先
生
に
勧
め
ら
れ
た

梅
崎
さ
ん
と
広
瀬
さ
ん
は
「
障
害

者
の
人
と
う
ま
く
で
き
る
か
心
配

で
し
た
け
ど
、
重
苦
し
い
雰
囲
気

も
な
く
、
普
通
の
人
と
変
わ
ら
な

い
感
じ
で
し
た
」
と
ほ
っ
と
し
た

様
子
で
し
た
。
こ
人
に
誘
わ
れ
た

竹
内
さ
ん
は
「
や
っ
て
み
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
楽
し
い
で
す
」
と
に
っ

こ
り
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
う
曲
は
。
ほ

と
ん
ど
が
一
般
か
ら
募
集
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
現
在
、
二
十
人

余
り
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
ま
す
が
、
障
害
者

を
主
人
公
に
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
風
の
企

画
も
あ
り
、
人
手
が

足
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　

歌
が
好
き
な
人
や

興
味
の
あ
る
人
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

左から

梅崎n、広瀬n、竹内n
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大
野
市
で
自
然
の
恵
み
を
満
喫
し
た
い

　

前
略
。
福
井
県
の
東
部
に
位
置

す
る
大
野
市
は
今
、
水
資
源
や
森

林
資
源
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
市
内
に
住
む
私
は
、
マ

ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
情
報

を
得
て
い
ま
す
。
先
日
も
大
野
城

の
あ
る
亀
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

計
画
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

経
済
面
ば
か
り
を
優
先
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
体
質
は
、
日
本
全

国
で
「
人
間
の
心
」
を
も
貧
弱
な

も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
酸
性
雨
、
ス
プ
レ
ー

か
ら
発
生
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
や
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚

染
、
水
銀
や
産
業
廃
棄
物
に
よ
る

公
害
な
ど
は
、
私
た
ち
人
間
を
死

に
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。

　

未
開
の
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ

て
い
る
土
地
が
、
日
本
の
ど
こ
か

に
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
野
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
私
は
、
交
通
の
便
が
よ
く
な
っ

た
今
、
家
族
揃
っ
て
訪
問
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
お

米
や
サ
ト
イ
モ
、
そ
ば
、
そ
し
て

都
会
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
名
水
は
、
豊
か
な
自
然
が
も
た

ら
し
た
産
物
ば
か
り
で
す
。

　

殺
風
景
な
ビ
ル
の
林
の
一
角
で

し
か
も
汚
れ
き
っ
た
空
気
し
か
口

に
で
き
な
い
生
活
し
て
い
る
都
会

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
は
、
み
ん

な
「
自
然
の
恵
み
」
を
求
め
て
い

ま
す
。
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
大

野
盆
地
に
は
、
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
ー

ジ
が
漂
っ
て
お
り
、
四
季
折
々
の

変
化
に
富
ん
だ
名
所
・
旧
跡
も
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
す
が
、
失
っ
て
ほ
し

く
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
そ
う
望
ん
で
い
る
人
た
ち
が
多

い
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
も

の
で
す
。

（
吉
野
善
一
・
7
0
歳
・
大
阪
市
）

雛邦翰

ヒ
ヨ
ウ
タ
ン
づ
く
り
で
日
本
一

尾
野
五
百
里
さ
ん
（
6
2
歳
・
大
矢
戸
）

　

今
年
の
五
月
こ
十
三
日
、
滋
賀

県
長
浜
市
で
開
か
れ
た
全
日
本
愛

瓢
会
品
評
会
で
、
尾
野
さ
ん
の
作

品
が
金
賞
を
射
止
め
ま
し
た
。

　

尾
野
さ
ん
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
興

味
を
も
っ
た
の
は
昭
和
五
十
五
年

福
井
市
内
の
ホ
テ
ル
に
展
示
し
て

あ
っ
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
模
造
品
を

見
て
、
本
物
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
作

り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
奈

良
県
や
岐
阜
県
の
専
門
家
を
訪
ね

て
、
栽
培
方
法
を
習
い
、
種
を
分

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
翌
春
、
栽

培
し
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
見
事
な
出

来
映
え
と
な
り
、
専
門
家
も
び
っ

く
り
。
五
十
七
年
に
全
国
愛
瓢
会

　

（
会
員
数
約
千
こ
百
人
）
に
入
会

し
、
そ
の
年
の
品
評
会
で
い
き
な

り
努
力
賞
に
入
賞
。
そ
の
後
も
八

回
入
賞
し
、
今
年
の
品
評
会
で
念

願
の
日
本
一
の
座
に
就
き
ま
し
た

　
　

「
大
野
は
昼
と
夜
の
気
温
差
が

大
き
い
た
め
、
ふ
く
ら
み
と
く
ぼ

み
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
ん
で

す
ね
。
梅
雨
時
が
一
番
気
を
使
い

ま
す
よ
」
と
話
す
尾
野
さ
ん
。
各

地
で
尾
野
さ
ん
の
種
で
栽
培
し
て

も
、
形
の
よ
い
固
い
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

に
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
目
標
を

達
成
し
た
今
は
、
多
く
の
人
に
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
の
魅
力
を
広
め
て
い
き
た

い
そ
う
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

尾
野
さ
ん
（
豊
6
6
・
0
1
8
2
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
か
ん
ぼ
資
金
ま
ち
づ
く
り

　

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
資

金
の
融
資
で
造
ら
れ
た
施
設
や

簡
保
加
入
者
福
祉
施
設
を
題
材

に
し
た
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
規
定
未
発
表
の
作
品
で
、

　

白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
キ
ャ
ビ

　

ネ
版
以
上
四
ツ
切
り
以
下

締
切
8
月
3
1
日
⑧

応
募
・
問
合
せ
先
大
野
郵
便

　

局
保
険
課
（
豊
6
6
・
3
1
0

　

0
）
ま
で

市
内
の
主
な
施
設
小
学
校
＝

有
終
束
、
有
終
西
、
有
終
南
、

下
庄
、
乾
側
、
上
庄
、
富
田
、

森
目
、
蕨
生
中
学
校
＝
開
成
、

陽
明
、
尚
徳
公
園
＝
荒
井
、

右
近
次
郎
、
駅
束
、
さ
く
ら
、

陽
明
、
資
母
郷
、
寺
前
、
三
角
、

弥
生
集
会
所
＝
市
立
図
書
館
、

開
成
、
中
野
、
中
挟
道
路
＝

七
板
・
唯
野
線
、
富
田
小
・
河

原
線
、
下
中
野
・
縁
橋
川
線
、

三
番
線
、
春
日
神
社
・
南
小
線
、

上
庄
中
・
木
本
線
、
東
中
・
北

御
門
・
稲
郷
線
、
向
島
線
橋

＝
新
庄
橋
、
友
江
清
滝
橋
流

雪
溝
＝
駅
東
線
、
大
野
駅
・
春

日
・
木
本
線
、
鍬
掛
・
新
庄
・

東
中
線



福祉のまち目指し

『活き生きフェア』開催

　

第6回「活き生きフェア」が5月30

日、有終会館で盛大に開催されました。

「みんなでつくろうしあわせの輪」を

テーマに七十の団体が協賛。介護用品

の展示や福祉バザー、入所者の作品即

売などが行われました。会館の入り口

には折り鶴で作られた「ふれあいの虹」

と題する5似；四方のパネルが飾られ、

市民の注目を浴びていました。

秘審，応糾辨，Ft報広l機価豊66－1111

明るい家庭づくりを

母子寡婦福祉大会を開催

　

母子が助け合い明るい家庭づくりを

と6月6日、有終会館で母子寡婦福祉

大会が開かれました。山内市長らが祝

辞を述べた後、2人の会員による体験

発表や講演会が行われ、約200人の参

加者は、時々うなずきながら聞き入っ

ていました。ロビーには生け花や絵画

など、会員が丹精込めた作品が展示さ

れていました。

市
日
中
友
好
協
会
が
寧
波
市
と
友
好
合
意
書
締
結

　

5
月
2
1
日
か
ら
2
8
日
ま
で
、
市
日
中
友
好
協
会
経
済
訪
中
団
が
中
国
の
寧
波

市
な
ど
を
訪
問
。
同
市
人
民
対
外
友
好
協
会
と
友
好
交
流
合
意
書
に
調
印
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
視
察
団
相
互
派
遣
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
民
間
交

流
、
青
少
年
友
好
親
善
な
ど
6
項
目
で
す
。
今
年
い
1
1
月
に
は
、
寧
波
市
対
外
友

好
協
会
代
表
団
を
、
来
夏
に
は
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
を
招
く
予
定
で
す
。

上庄小の児童らが

ふるさとクリーン作戦

　

5
月
2
5
日
の
午
前
中
、
上
庄
小
学

校
の
児
童
ら
が
総
出
で
、
ふ
る
さ
と

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

三
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
こ
の
活
動

は
、
自
分
た
ち
が
い
つ
も
利
用
す
る

施
設
や
道
路
周
辺
な
ど
を
き
れ
い
に

す
る
奉
仕
作
業
。
各
学
年
ご
と
に
分

か
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
し
た
児

童
ら
は
、
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
ゴ

ミ
な
ど
を
徹
底
的
に
回
収
し
て
い
ま

し
た
。

山の幸ずらり

七間朝市山菜フードピア

　

恒
例
の
七
間
朝
市
山
菜
フ
ー
ド
ピ

ア
が
5
月
2
2
日
、
2
3
日
の
こ
日
間
に

わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
、
ウ
ド
、

タ
ラ
ノ
メ
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
並
べ

ら
れ
、
山
の
幸
を
求
め
る
市
民
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
朝
市
茶
屋
で
は
、

山
菜
名
前
当
て
ク
イ
ズ
や
山
菜
生
け

花
展
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
山
菜
試
食

コ
ー
ナ
ー
で
は
大
勢
の
人
垣
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

S昌（硲誕湯
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荒
島
岳
登
山
口
に
安
全
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

　

大
野
警
察
署
と
市
は
こ
の
ほ
ど
、
荒
島
岳
遭
難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
安

全
ボ
ッ
ク
ス
を
登
山
口
4
ヵ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
安
全
ボ
ッ
ク
ス
は
、
電
話

ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
も
の
で
、
遭
難
時
に
居
場
所
を
知
ら
せ
る
笛
や
発
煙
筒
、

白
布
、
山
岳
マ
ッ
プ
、
磁
石
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
6
月
1
－
H
日
に
は
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
発
煙
筒
確
認
な
ど
の
山
岳
救
助
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

高校生自らが

街頭で交通指導

　

市
内
2
校
の
高
校
生
ら
が
、
街
頭

で
自
校
の
交
通
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
自
転
車
通
学
は
、
傘
差
し

運
転
や
並
列
走
行
な
ど
マ
ナ
ー
が
悪

く
、
市
民
や
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
頭
に
立
っ
た

高
校
生
ら
は
、
右
側
通
行
や
交
差
点

の
斜
め
横
断
な
ど
、
一
般
的
な
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
生
徒
が
多
い
の

に
び
っ
く
り
。
苦
笑
い
し
な
が
ら
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

堤防が決壊！

本番さなから水防訓練

　

梅
雨
入
り
間
近
の
6
月
1
3
日
、
真

名
川
憩
い
の
島
上
流
で
、
市
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

消
防
団
員
や
日
赤
奉
仕
団
員
ら
約
1

5
0
人
が
参
加
。
雨
が
降
り
し
き
る

中
、
本
番
さ
な
が
ら
に
土
の
う
作
り

や
水
防
工
法
の
訓
練
が
次
々
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
く
の
テ
ン
ト
で
は
、

1
8
0
人
分
の
非
常
食
炊
き
出
し
訓

練
も
行
わ
れ
、
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
。

クリーンアツプふくい大作戦

市民らが早朝清掃奉仕

　

6月6日は、県内一斉に「クリーン

アップふくい大作戦」を展開。清龍区

では、午前6時から区民総出で赤根川

堤防の草刈作業を行いました。草刈が

まを手にした区民らは、生い茂るカヤ

などに悪戦苦闘。山内市長らの激励に

応えながら奉仕活動を展開しました。

3時間後には作業が終わり、心地よい

汗をぬぐっていました。

身近な話題をお知らせください。

危険物安全週間の初日

パレードや消火訓練

　

危険物安全週間が始まった6月8日

市民に注意を呼びかけるカーパレード

や消火訓練が行われました。市内のガ

ソリンスタンドでは、市危険物安全協

会の関係者らが見守るなか、軽乗用車

の炎上を想定した火災訓練を実施。従

業員が初期消火を行った後、消防署に

通報。化学消防車が出動して、泡消火

剤を吹きかけました。



お
知
ら
せ

：・7月

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　

（
文
化
財
号
）

日
時
7
月
9
日
面
J
R
大
野

　

駅
集
合
午
前
8
時
5
0
分

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
パ
ピ
ル

　

ス
・
和
紙
の
里
会
館
～
漆
器
会

　

館
～
朝
倉
遺
跡
資
料
館
～
朝
倉

　

遺
跡
～
J
R
大
野
駅
（
午
後
5

　

時
着
）

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
6
5
0
円
（
紙
す
き
）

定
員
先
着
5
2
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具
・
参
加
費
（
ア
ル
コ
ー
ル
類

　

の
持
ち
込
み
は
厳
禁
）

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
地

　

を
明
記
の
う
え
、
〒
9
1
0
福

　

井
市
大
手
3
－
1
7
－
1
県
庁
広

　

報
課
県
民
相
談
室
ま
で

●
「
行
方
不
明
者
」
を

　
　
　
　

さ
が
す
相
談
所

　

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
で
、
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
警
察
で
は
8
月
中

に
「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
所
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

期
待
に
応
え
る
た
め
、
全
国
の
資

料
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
8
月
1
日
～
3
1
日

開
設
場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
　

（
豊
0
7
7
｀
h
y
・
2
2
・
＜
N
1
O
O
O
O

　

O
内
線
2
3
6
6
）
ま
た
は
大

　

野
警
察
署
（
豊
6
6
・
3
9
0
0
）

●
救
急
法
講
習
会

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
難
事
故
の
お
き
や
す
い
時
期
に

備
え
、
救
急
法
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
き
ま
す
。

日
時
7
月
1
7
日
①
午
後
7
時

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
1
）

内
容
人
工
呼
吸
法
や
救
急
処
置

　
　

（
日
赤
県
支
部
指
導
員
）

定
員
3
0
人

受
講
料
無
料

申
込
先
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

（
豊
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で
電

　

話
で

●
リ
ュ
ー
マ
チ
相
談
会

　

大
野
保
健
所
で
は
、
リ
ュ
ー
マ

チ
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
リ
ュ
ー
マ
チ
相
談
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
7
月
2
9
日
④
と
8
月
1
9
日

　

④
の
2
回
。
い
ず
れ
も
午
後
1

　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
1
回
目
＝
慢
性
関
節
リ
ュ
ー

　

マ
チ
と
変
型
性
膝
関
節
炎
等
に

　

つ
い
て
・
個
別
相
談
2
回
目

　

＝
簡
単
に
で
き
る
リ
ュ
ー
マ
チ

　

体
操
・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
は
な
し
・

　

個
別
相
談

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
（
豊
6
6
・

　

2
0
7
6
）
ま
で

●
代
替
地
登
録
制
度

　

県
で
は
、
所
有
し
て
い
る
土
地

を
公
共
事
業
の
た
め
に
代
替
地
と

し
て
提
供
し
て
も
よ
い
と
思
う
方

に
、
そ
の
土
地
の
登
録
を
し
て
い

た
だ
く
「
代
替
地
登
録
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

代
替
地
は
、
県
が
行
う
道
路
や

河
川
な
ど
の
公
共
事
業
で
、
買
収

す
る
事
業
用
地
の
代
わ
り
と
し
て

地
権
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
自
分

の
土
地
を
提
供
し
て
も
よ
い
と
思

わ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
県
土
木

事
務
所
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

代
替
地
と
し
て
契
約
が
成
立
し

た
場
合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
や
税
率

の
軽
減
な
ど
税
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
土
木
事
務
所

用
地
課
（
豊
6
6
・
1
2
2
1
内
線

5
8
3
4
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
検
察
審
査
会
の
役
割

　

犯
罪
な
ど
の
被
害
に
あ
い
、
警

察
な
ど
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

刑
事
事
件
と
し
て
起
訴
し
な
か
っ

た
場
合
、
そ
の
不
起
訴
が
正
し
い

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察

診
察
会
で
す
。
審
査
は
、
国
民
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十

一
人
の
審
査
員
が
行
い
ま
す
。

　

今
年
で
四
十
五
周
年
を
迎
え
る

警
察
審
査
会
で
は
、
七
月
十
こ
日

か
ら
十
六
日
ま
で
を
記
念
週
間
と

し
、
そ
の
一
環
と
し
て
ビ
デ
オ
映

画
「
真
実
を
求
め
て
I
検
察
審
査

会
の
役
割
－
」
（
ド
ラ
マ
）
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
福
井
検
察
審

査
会
事
務
局
（
福
井
市
春
山
1
丁

目
1
－
1
福
井
地
方
裁
判
所
庁
舎

内
豊
0
7
7
6
・
2
2
・
5
0
0
0

内
線
2
3
0
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交通

安令

φ
’
・
ヲ
ク

’
湘
4
？
・
‘

梅
雨
ど
き
の
運
転

窓
ガ
ラ
ス
の
く
も
り
止
め
を

　

雨
が
多
い
梅
雨
ど
き
は
、
交

通
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
車
の
窓
ガ
ラ
ス
が
曇
っ

た
り
、
水
滴
や
泥
な
ど
で
周
り

の
状
況
が
よ
く
見
え
な
い
た
め

に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
大

き
な
事
故
に
結
び
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
湿
度
が
高
い
た
め
に
不

快
指
数
が
上
が
り
、
判
断
力
も

鈍
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
雨
の
日
は
、
窓
ガ
ラ
ス
に
曇

　

り
止
め
ス
プ
レ
ー
を
か
け
た

　

り
、
エ
ア
コ
ン
を
作
動
さ
せ

　

て
視
界
を
よ
く
す
る
。

②
ま
わ
り
の
人
に
泥
水
を
は
ね

　

な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

　

し
て
走
行
す
る
。

②
急
発
進
、
急
後
退
は
絶
対
避

　

け
、
乗
る
前
に
ま
わ
り
の
安

　

全
確
認
を
す
る
。

　

雨
の
日
は
、
自
転
車
や
歩
行

者
も
濡
れ
な
い
よ
う
に
急
い
で

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
あ
わ

て
ず
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
優

先
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
休
み
に
入
る
と
、
日
中
で

も
子
供
が
遊
ん
で
い
ま
す
。
飛

び
出
し
な
ど
に
備
え
、
慎
重
な

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。



●INFORMATION

●
少
年
非
行
と
裁
判
所

　

非
行
少
年
の
年
齢
は
、
低
下
の

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
十
四
歳
か

ら
十
五
歳
の
少
年
に
よ
る
非
行
は

全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
い
じ
め
が
原
因

で
同
級
生
を
死
亡
さ
せ
て
し
ま
う

非
行
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
少
年
の
中
に
は
、
無
気
力
で
人

と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
者

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
個
々
の
少

年
が
抱
え
る
問
題
に
応
じ
て
、
最

適
の
措
置
を
採
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
井
家
庭
裁

判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
≫

0
7
7
t
o
・
2
2
・
r
D
0
0
0
）
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
や
ま
び
こ

　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
m

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
障
害
を

も
つ
人
、
共
に
さ
さ
え
る
人
た
ち

の
日
ご
ろ
の
想
い
や
希
望
を
つ
づ
っ

た
詩
に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て

み
ん
な
で
歌
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
1
8
日
⑧
午
後
1
時
3
0

　

分
開
場
2
時
開
演

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
一
般
＝
5
0
0
円
小

　

中
高
生
＝
3
0
0
円

問
合
せ
先
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー

　

ト
実
行
委
員
会
（
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
内
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

●
市
美
術
展
の

　
　
　
　

作
品
募
集

　

第
十
四
回
市
美
術
展
が
、
八
月

こ
十
七
日
か
ら
こ
十
九
日
ま
で
の

三
日
間
、
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま

す
。
市
教
育
委
員
会
と
市
文
化
協

会
で
は
、
次
の
と
お
り
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
県
内
に
在
住
す
る
高

　

校
生
以
上
の
人

部
門
①
絵
画
（
8
～
1
0
0
号
）
・

　

造
形
（
3
・
3
平
方
μ
以
内
）

　

②
彫
塑
③
工
芸
④
書
道
（
仕
上

　

が
り
が
1
（
x
）
O
心
チ
χ
1
0
0
0
C
i
チ

　

ま
た
は
2
4
0
F
×
6
0
F
以

　

内
）
⑧
写
真
（
四
ツ
切
り
以
上

　

1
5
0
心
チ
×
1
0
0
廿
チ
以
内
。

　

組
写
真
も
こ
の
範
囲
以
内
に
納

　

め
る
）

出
品
点
数
一
部
門
2
点
ま
で

出
品
料
I
点
に
つ
き
大
学
生
・

　

一
般
＝
1
0
0
0
円
。
高
校
生

　

＝
5
0
0
円

作
品
搬
入
8
月
2
5
日
④
正
午
～

　

5
時
ま
で
に
会
場
へ

作
品
搬
出
8
月
2
9
日
⑧
午
後
4

　

時
～
5
時

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
文
化
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）
ま
で

一
7
求
人
求
職
フ
ェ
ア

　

来
春
学
卒
者
の
保
護
者
や
U
タ
ー

ン
就
職
希
望
者
に
、
地
元
企
業
を

紹
介
す
る
9
3
求
人
求
職
フ
ェ
ア
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
H
日
⑧
午
前
9
時
3
0

　

分
～
1
2
時

会
場
J
A
大
野
（
市
農
協
会
館
）

●
賃
貸
住
宅
の

　
　
　
　

標
準
契
約
書

　

建
設
省
で
は
、
民
間
住
宅
の
貸

主
・
借
主
間
の
紛
争
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
賃
貸
住
宅
標
準
契

約
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
賃
貸
借

の
実
態
や
諸
法
令
、
判
例
な
ど
を

踏
ま
え
た
も
の
で
、
明
確
で
分
か

り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
省
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
こ
の
内
容
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
建
設
課
管

理
建
築
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
3
4
5
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

養
成
講
座
生
募
集

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
5
年
度
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
き
ま
す
。

日
時
7
月
8
日
か
ら
8
月
5
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
1

　

時
3
0
分
～
3
時

会
場
有
終
会
館

定
員
2
0
人

申
込
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
豊
6
5
・
8
7
7
3
）
ま
で

●
簿
記
講
習
会

《
3
級
商
業
簿
記
》

日
時
8
月
4
日
か
ら
H
月
1
9
日

　

ま
で
の
毎
週
水
・
金
曜
日
午

　

後
6
時
3
0
分
～
9
時

定
員
2
0
人

受
講
料
4
5
0
0
円

　
　

《
2
級
簿
記
》

日
時
8
月
3
日
か
ら
I
―
一
月
1
9
日

　

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

　

午
後
6
時
4
0
分
～
9
時

定
員
2
0
人

受
講
料
6
0
0
0
円

＊
い
ず
れ
も
会
場
は
、
大
野
地
域

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

　

6
8
4
0
）
で
、
申
込
締
切
は

　

7
月
2
4
日
ま
で

●
退
職
金
づ
く
り
は

　
　
　
　

「
中
退
金
」
で

　

中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設

け
た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実
・

有
利
な
国
の
中
退
金
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
中
退
金
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
豊
0
7
6
4
・
4
4
・
5
8

5
1
）
ま
で
。

第1回福井県写真コンテスト

　

県では、史跡や建造物、街道、

文化財など「福井の歴史」をテー

マにした写真コンテストを実施し

ています。

募集期間前期（3月1日～8月

　

31日撮影）＝9月5日必着で後

　

期（9月1日～翌年3月5日撮

　

影）＝3月10日必着で

応募方法①リハーサルまたはネ

　

ガカラー（モノクロ不可）②リ

　

バーサルは35ミリ以上のポジで、

　

ネガカラーは35ミリ以上のフイ

　

ルムに四ツ切りプリントを添付

　

③作品には右図の応募表を添付

　　

（自作可）④作品は未発表のも

　

ので単品（組写真不可）

賞前・後期から40点選考

応募・問合せ先県総務部広報課

　　

「第1回福井県写真コンテスト」

　

係（〒910福井市大手3－17－

　

1豊0776－21－1111）
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ブ
ナ
ー
ト
チ
原
生
林

　

下
打
波
に
あ
る
白
山
神
社
の
大
カ
ツ
ラ
の

木
は
、
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
標
柱
と
並
ん
で
、

ブ
ナ
原
生
林
と
ト
チ
原
生
林
（
昭
和
五
十
一

年
度
・
奥
越
大
森
林
公
園
）
の
標
柱
が
あ
り

ま
す
。

　

勝
原
橋
を
渡
っ
て
、
東
勝
原
か
ら
下
打
波

に
至
る
道
路
は
険
し
い
山
が
迫
り
、
道
路
も

狭
く
て
交
通
の
難
所
と
い
え
ま
す
。
特
に
冬

期
間
は
、
雪
崩
の
危
険
性
の
あ
る
箇
所
が
多

く
、
鉄
砲
雪
崩
を
含
め
れ
ば
全
コ
ー
ス
が
危

険
で
す
。
眼
下
に
西
勝
原
第
一
発
電
所
の
見

え
る
鳥
が
壁
は
、
東
尋
坊
の
よ
う
な
絶
壁
で

す
が
、
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
三
ヵ
所
に
ス
ノ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
、
積
雪
時
の

気
温
が
上
が
る
午
後
は
、
川
原
を
歩
く
こ
と

が
常
識
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
今
は
森
林
破
壊
が
進
み
、
そ
の
危
機
が

日
本
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
的
な
規
模
で
問

題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
越
地
方
で
は
、
こ

の
辺
り
が
原
生
林
と
し
て
残
っ
て
い
る
唯
一

の
場
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
雪
崩
防
止
の

た
め
に
、
山
の
森
林
伐
採
は
大
昔
か
ら
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
百
九
段
の
石
段
を
登
る
と

白
山
神
社
の
社
殿
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を

過
ぎ
て
山
に
入
る
と
す
ぐ
に
原
生
林
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
低
い
と
こ
ろ
に
は
ト
チ
の
木
が

多
い
で
す
が
、
頂
上
近
く
に
な
る
と
ブ
ナ
や

ヶ
ヤ
キ
の
木
が
多
く
な
り
ま
す
。
打
波
川
の

対
岸
の
山
も
原
生
林
が
広
が
り
、
森
林
の
伐

採
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
に
た
た
ず
む
と
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

や
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
、
ト
ン
ボ
や

チ
ョ
ウ
が
舞
っ
て
い
ま
す
。
映
画
「
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
の
中
の
幻
想
的
な
森
林
を
連
想

し
ま
し
た
。

市民のうごき

6月1日現在 前月比

世帯数 11，317世帯 20世帯

41，871人 11人
人口 男 20，027人 14人

女 21，844人 △3人

5月中の異動
転入 98人 出生 23人

転出 79人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6ゆ）

件数内訳 平成5年　
5月末

平成4年　
5月末

増減

総件数 203件 215件 △12件

人身

事故

件数 49件 56件 △7件

死者 O人 1人 △1人

傷者 66人 77人 △11人

物損事故 166件 147件 19件

表
紙
の
こ
と
ば

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競

技
場
で
、
審
判
講
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
約
八
十
人
の
参
加

者
は
、
立
派
な
備
品
の
操
作
や

判
定
の
仕
方
な
ど
の
説
明
に
真

剣
な
表
情
。
午
後
か
ら
は
大
野

高
校
陸
上
部
員
ら
の
協
力
を
得

て
、
実
際
に
競
技
の
進
行
方
法

や
計
測
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の

本
番
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

六
月
号
の
話
題
の
広
場
で
。

　

「
亀
山
登
り
□
に
総
ヶ
ヤ
キ
造

り
の
山
門
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

市
民
の
方
か
ら
、
山
門
は
お
寺

の
門
を
意
味
す
る
も
の
で
間
違

い
だ
と
の
ご
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
と
お
り
で
、
取
材
先

で
は
城
門
と
聞
き
な
が
ら
、
う
っ

か
り
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

11Eぢ邑i！1

　

七
月
一
日
よ
り
旧
武

家
屋
敷
内
山
家
は
、
修

復
工
事
も
完
了
し
て
一

般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
も
の
で
は

な
く
、
明
治
中
期
の
建

築
で
は
あ
る
が
、
旧
家
老
職
の
邸
宅
ら
し
い
風

格
の
あ
る
構
え
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
大
野
城

に
近
く
観
光
ゾ
ー
ン
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

先
訪
れ
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
▼
こ
れ
は
、

廃
家
寸
前
の
も
の
が
行
政
の
手
で
立
派
に
復
元

さ
れ
て
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
例
で
あ

る
が
、
一
方
な
ん
ら
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
大
野
市
外
へ
流
出
し
て
い
く
文
化
財
も

あ
る
。
蕨
生
区
の
城
地
家
は
こ
、
三
年
ま
え
に

福
井
市
の
「
お
さ
ご
え
民
家
園
」
に
貰
わ
れ
て

行
っ
た
。
地
元
に
残
せ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と

思
っ
た
が
後
の
祭
り
で
あ
っ
た
▼
専
門
の
学
識

を
生
か
し
て
、
蘇
苔
類
つ
ま
り
コ
ケ
の
収
集
に

長
年
努
力
さ
れ
、
数
千
点
に
及
ぶ
貴
重
な
標
本

を
所
蔵
し
て
い
る
人
。
大
野
の
民
具
を
収
蔵
庫

い
っ
ぱ
い
に
保
管
し
て
い
る
人
な
ど
、
こ
う
い

う
篤
志
家
は
、
歳
が
い
く
に
従
い
、
公
的
機
関

の
手
で
収
集
し
た
も
の
が
末
長
く
保
存
さ
れ
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
お
ら
れ
る
▼
大

野
に
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
要
望
に
応
え
て
く

れ
る
施
設
や
方
策
が
な
い
と
い
う
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
へ
、
市
外
の
公
共
の
資
料
館
、
博
物
館
か

ら
寄
託
を
受
け
た
い
と
い
う
声
が
か
か
る
。
先

日
も
、
近
い
将
来
お
嫁
に
や
る
約
束
を
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
直
接
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
寂
し
い
こ
と
で
あ
り
、
は
が
ゆ
い

思
い
は
消
え
な
い
▼
文
化
財
保
護
の
仕
事
は
、

地
味
で
あ
り
根
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
地

元
の
大
野
で
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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